
南小だより
学校教育目標 平成２５年１２月２日
心豊かにたくましく生きる児童の育成
かしこい子 生活目標 第９号
やさしい子 『物を大切にしよう』
たくましい子 川越市立高階南小学校

本校の目指す学校像

児童一人一人の生きる力と夢を育む南小
～「ありがとうの言葉」があふれる学校～

【ハッピーフェスティバル ご来場ありがとうございました。】
１１月２２日（金）の１・２校時、たくさんの保護者の皆様にご来場いただき、盛大に実

施することができました。当日は、校内に子どもたちの笑顔と歓声があふれ、保護者の皆様
と共に、楽しく活動する子どもたちのエネルギーで活気に満ちた時間を過ごすことができま
した。この行事は特別活動の一環として、次のようなねらいのもとに実施されました。

○異学年児童との交流を深めながら信頼関係を育て、集団の一員としての自覚を高める。
○友達と協力しながら自分の役割を果たし、自主的に活動しようとする態度を育てる。
特に、「学年に応じた役割を作ることで、どの子も活躍できる場を作り、活動に対して満足

感を与える。上級生が下級生に教えたり、高学年同士で助け合ったりする場面を大切にして、
自分たちで活動できたという実感を与える。」ことを指導の重点としています。

低学年・中学年・高学年共に「全体を通したねらい」「準備・片づけ・当日の店番・店巡り」
の際の具体的な目標を定め、代表委委員会の活動と関連づけながら６年生を中心に準備を進
めてきました。日頃のフレンドリー活動を生かし準備から当日の遊びまで、子どもたちの自
主的主体的活動を柱に「特色ある学校づくりを進め、よりよい校風を作っていく上で重要な
役割を担っている行事の一つ」として、教職員もしっかりと支援をしながらの活動です。

当日は１年生から６年生まで、日頃のフレンドリー活動のグループで行動しました。上級
生と下級生が和気あいあいと楽しげに活動している姿を見て、和やかで温かな学校の雰囲気
作りに大きく貢献しているなあと強く感じました。個人のめあてと集団としての活動をきち
んと振り返り、「遊び」に内在する「学び」の部分をしっかりと身に付けさせたいと考えてい
ます。互いの頑張りを讃え感謝の気持ちを持って行動する姿、周囲とコミュニケーションを
図りながら協力する姿に、本校の特色である特別活動の持つ力を実感することができました。

本校では、たくさんの皆様にご協力をいただき、子どもたちとともに歩む教育活動を推進
しております。学校を支えてくださる皆様に改めて感謝し、その一部を紹介します。

１年生昔遊び 学校評議員会議 落ち葉掃きボランティア（児童） 高階西中から大根をいただく

【アルミ缶回収のお願い】
これまでも、回収していただいたアルミ缶の収益をもとに、たくさんの図書や子どもたち

の環境整備にご協力をいただきました。昨年もＰＴＡから「ある美かん太文庫」や４Ｆ教室
の「扇風機」を寄贈いただきました。保護者・児童・地域の皆様のご協力の賜です。水洗い
や缶つぶしなどお手間をおかけいたしますがこれからもご協力をよろしくお願いいたします。


